
【問い合わせ】
地域医療・健康増進センター（五十崎保健センター）　☎０８９３（４４）６１５５

★医師の都合により、変更になる場合があります。役場までご
　確認ください。

■救急病院
日 病　院　名 電話番号
月・火 市立大洲病院 0893（24）2151

水 加戸病院 0893（44）5500

木 神南診療所（大洲市） 0893（25）7720

金～日 大洲中央病院 0893（24）4551

毎
月
19
日
は
食
育
の
日
で
す

■大洲喜多休日夜間急患センター
診療科目 診　療　時　間 電話番号

内科

○平日・土曜日
　午後８時～ 11時
○日曜日・祝日
　午前９時～午後６時

0893（23）1156
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しょうゆ餅
（１人分275 kcal）

●●●

１月の健康カレンダー

母子保健　～すくすく子育て～

◆育児相談◆
実施日 時間 場所 対象

11日（水）
午前９時30分
～ 10時30分

五十崎保健センター
乳幼児13日（金） 内子保健センター

17日（火） 小田保健センター

●●●

かけがえのない命を守ろう

◆健康教室◆
教室名 実施日 実施時間 場所 対象
い喜い喜
教室

11日（水）
25日（水）

午前10時
～ 11時30分

町民会館
ホール

申
込
者

はつらつ
フィットネス

11日（水）
25日（水）

午前９時45分
～ 11時

六日市
自治会館

いきがい
チェアビクス 18日（水）午後１時15分

～２時45分
大瀬自治
センター

トライ＆
トライ 19日（木）午前10時

～ 11時
小田保健
センター

成人保健　～家族みんなで健康づくり～

■１月の小児科日曜日当直医
日 医　院　名 電話番号

１日（日）守口小児科（八幡浜市） 0894（24）7770

２日（月）大洲ななほしクリニック 0893（25）7710

３日（火）さわい小児科医院（大洲市）0893（24）7530

８日（日）八幡浜急患センター 0894（24）1199

９日（月）ごとう小児科（大洲市） 0893（23）0510

15日（日）さわい小児科医院（大洲市）0893（24）7530

22日（日）ごうお小児科医院（大洲市）0893（24）3936

29日（日）みかんこどもクリニック（八幡浜市） 0894（20）8800

◆母親学級◆
実施日 時間 場所 内容 対象

５日（木）午前10時
～正午

内子保健
センター

調理実習
（貧血予防） 妊婦

※ 12月26日（月）までにお申し込みください。

◆離乳食教室◆
実施日 受付時間 場所 対象

６日（金）午前10時
～正午

内子保健
センター

23年６～
８月生まれ

◆乳児健康診査◆
実施日 受付時間 場所 対象

６日（金）午後１時
～１時15分

内子保健
センター

23年４～
５月生まれ

　日本では平成10年以降、毎年3万人以上の人が自
ら命を絶っています。これは一日に約90人の命が失
われていることになります。県内でも年間に約400
人が自殺で亡くなっています。
　自殺の背景は経済面や対人関係などさまざまで
すが、うつ病などの精神疾患も大きな要因の一つで
す。「気付き」「つなぎ」「見守り」をキーワードに、み
んなで身近にいる大切な人の命を守りましょう。
　町では、悩んでいる人を支援する「ゲートキー
パー」の養成講座を開きます。詳しくは後日お知ら
せしますので、ぜひご参加ください。
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作った人

大原キシカさん
＝内子１＝
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　心の不調は本人が自覚しづらく、また受診をため
らいがちです。言動や顔色など気になることはあり
ませんか。次のような様子が見られたら、声を掛け
てみましょう。

１ 気付き　自殺のサインに気付こう

○眠れない
○食欲がない
○口数が少なくなった
○イライラして怒りっぽくなった
○憂

ゆう

鬱
うつ

そうで活気がない
○「死にたい」「もう自分はダメだ」などの言
　葉を口にする

　つらい気持ちを抱え孤独を感じている人にとっ
て、温かく見守られているという安心感は何よりも
必要です。

３ 見守り　温かく支え、見守ろう

　病気やけがの治療など医療の現場に欠かす
ことのできない輸血用血液や血液製剤。その
ほとんどは国内の献血によって支えられてい
ますが、冬期は献血者が減少しがちです。
　厚生労働省では、新たに成人式を迎える

「はたち」の若者を中心に、広く国民に献血に
関する理解と協力を求めるとともに、献血の
継続的な推進を図ります。皆さんのご協力を
お願いします。
○「はたちの献血」キャンペーン
　24年１月１日（日）～２月29日（水）

■県内の自殺者・交通事故死亡者数の推移
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［参考：警察庁、愛媛県警察本部ホームページ］
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※ 12月31日（土）～ 24年１月３日（火）の診療時間
　は午前９時～午後６時です。

　死を考えるほど追いつめられている人は、さまざ
まな問題を一人で抱えて深刻に悩んでいます。保健
センターや心療内科、精神科などの専門機関につな
がるよう支援しましょう。

２ つなぎ　専門の医師や相談機関につなごう

献血にご協力ください


